
新
井
た
く
み
市
議
は
、
一

般
質
問
で
、
国
の
財
政
健
全

化
法
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。

国
は
、
夕
張
市
の
財
政
悪

化
な
ど
を
口
実
に
地
方
財
政

健
全
化
法
を
導
入
し
、
実
質

赤
字
比
率
だ
け
で
な
く
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

の
４
つ
を
指
標
に
、
財
政
統

制
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
、
市
に
責
任
が
あ
る

こ
の
法
律
が
導
入
さ
れ
た

背
景
に
は
、
地
方
財
政
の
悪

化
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原

因
の
一
つ
に
は
、
９
０
年
代

に
お
け
る
国
の
経
済
対
策
に

地
方
を
動
員
し
た
結
果
と
し

て
地
方
債
残
高
が
累
積
し
た

こ
と
。
２
つ
に
は
、
少
子
・

高
齢
化
な
ど
の
福
祉
や
環
境

対
策
な
ど
需
要
が
増
大

し
て
い
る
の
に
、
地
方

交
付
税
や
補
助
金
・
交

付
金
を
削
減
し
た
こ
と

が
、
自
治
体
財
源
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
飯
能
市
が
①
過
大

な
区
画
整
理
事
業
②
１

２
万
人
都
市
構
想
に
基

づ
く
大
規
模
住
宅
開
発

に
よ
る
上
下
水
道
事
業

の
過
大
投
資
分
③
土
地

開
発
公
社
の
無
計
画
な

土
地
購
入
に
責
任
が
あ
り
、

市
民
に
は
責
任
は
な
い
と
指

摘
し
た
う
え
で
、
「
こ
れ
ら

の
指
標
が
ど
の
位
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
か
」
と
質
問
。

４
つ
の
指
標
は

総
合
政
策
部
長
は
、
「
詳

細
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
普
通
会
計
は
黒
字
な
の

で
実
質
赤
字
比
率
は
０
（
早

期
健
全
化
基
準
１
１
％
以
上
）
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
資
金

不
足
を
生
じ
て
は
い
な
い
の

で
０
（
基
準
１
６
％
以
上
）
、

実
質
公
債
費
比
率
は
１
０
％

程
度
（
基
準
２
５
％
以
上
）
、

将
来
負
担
比
率
は
、
土
地
開

発
公
社
・
美
杉
台
中
学
校
の

債
務
負
担
（
８
８
億
円
）
を

含
ん
だ
実
質
債
務
残
高
比
率

が
２
１
１
％
な
の
で
こ
の
程

度
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

（
尚
、
公
社
用
地
２
４
億
円

は
早
期
に
買
い
戻
す
計
画
）

悪
の
り
は
よ
く
な
い

新
井
市
議
は
、
「
自
治
体

ら
し
い
仕
事
を
せ
ず
に
、
住

民
負
担
を
強
化
す
れ
ば
指
標

は
よ
く
な
る
。
飯
能
市
は
、

指
標
が
悪
い
状
況
に
は
な
い
。

財
政
危
機
を
煽
っ
て
公
共
料

金
の
値
上
げ
や
リ
ス
ト
ラ
を

強
行
す
る
『
悪
の
り
』
は
よ

く
な
い
。
地
方
財
政
健
全
化

法
を
口
実
に
し
た
り
、
夕
張

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
を
切
り
捨
て
た
り
、
切

実
な
市
民
要
望
に
も
聞
く
耳

を
も
た
な
い
よ
う
な
姿
勢
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

市
民
の
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
各
小
学
校
区
に
一
つ
の

公
民
館
設
置
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
双
柳
地
域
に

は
な
く
、
精
明
公
民
館
や
富

士
見
公
民
館
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
「
双
柳
地
域
に
も

公
民
館
の
設
置
を
」
と
い
う

願
い
は
前
々
か
ら
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
、
補
助
金
の
関
係
か

ら
公
民
館
の
機
能
を
持
つ

「
双
柳
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
会
館
式
典

は
４
月
１
０
日
。
１
１
日
か

ら
受
付
け
、
利
用
は
５
月
８

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場

所
は
、
双
柳
小
学
校
の
南
側
、

建
物
の
床
面
積
は
８
７
５
㎡

で
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
建

設
費
用
は
約
１
億
８
０
０
０

万
円
、
備
品
購
入
費
は
１
２

３
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
会
室
、
多
目
的
室
、
調

理
室
、
和
室
、
学
習
室
２
室
、

図
書
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
駐
車

場
は
３
０
台
分
。
ま
た
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
随
所

に
取
り
入
れ
た
つ
く
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
和
室
の
そ
ば
に

ト
イ
レ
設
置
、
集
会
室
に
可

動
式
の
ス
テ
ー
ジ
、
子
育
て

支
援
の
機
能
を
持
つ
多
目
的

室
、
外
か
ら
も
利
用
で
き
る

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
で

す
。
今
後
の
利
用
が
多
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

大
江
健
三
郎
さ
ん

は
『
「
新
し
い
人
」

の
方
へ
』
で
、
政

治
家
で
も
あ
れ
ば
、

文
筆
家
で
も
あ
る

そ
の
人
に
つ
い
て
、

厳
し
く
言
及
し
て

い
ま
す
。
「
人
の

い
う
言
葉
に
注
意

深
く
耳
を
か
た
む

け
る
習
慣
と
そ
の
能
力
の
な

い
人
、
さ
ら
に
そ
れ
を
反
省

す
る
こ
と
を
も
と
め
る
者
が

周
囲
に
い
な
い
人
が
、
政
治

の
指
導
者
の
位
置
に
つ
く
こ

と
は
、
「
そ
の
当
人
に
と
っ

て
も
、
市
民
に
と
っ
て
も
不

幸
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
現

代
史
に
多
く
の
実
例
が
あ
り

ま
す
」
と
▼
「
そ
の
人
」
が

誰
な
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
東
京
都
議
会
で
新
銀
行

東
京
の
破
綻
の
責
任
を
問
わ

れ
て
、
「
私
は
ジ
ュ
リ
ア
ス

シ
ー
ザ
ー
で
も
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
大
王
で
も
な
い
」
と
い

な
お
り
、
高
圧
的
な
態
度
を

と
り
続
け
て
い
る
石
原
都
知

事
も
「
政
治
家
で
も
あ
れ
ば

文
筆
家
」
で
す
。
大
江
さ
ん

が
文
筆
家
と
い
う
の
は
「
そ

の
人
」
を
作
家
と
は
認
め
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
▼

石
原
都
知
事
は
新
銀
行
東
京

の
破
綻
の
責
任
を
旧
経
営
陣

に
な
す
り
つ
け
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
旧
経
営
陣

を
知
事
交
際
費
一
晩
37
万
円

も
つ
か
い
料
亭
で
接
待
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
や
っ
て

い
る
こ
と
せ
こ
い
。
こ
れ
で

は
裸
の
王
様
と
い
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。
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国
が
法
律
で
財
政
統
制
!?

飯
能
市
の
指
標
は
悪
く
な
い

地
域
が
待
ち
望
ん
だ

双
柳
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
に

桃花祭り、信玄餅お菓子博物館、ワイナ

リー、恵林寺、温泉etc

参加費６０００円（バス代昼食込み）

申し込みは日本共産党

市議会議員、後援会委

員まで。

日本共産党飯能後援会

指 標
許可団体
基準

早期健全
化基準

財 政 再
生基準

実質赤字比率 2.5～ 11.25～ 20％

連結実質赤字比率 - 16.25～ 30％

実質公債費比率 18％ 25％ 35％

将来負担比率 350％

国が示した４つの指標

＊将来負担比率については、職員全員が退職し
た場合の退職手当の全額を算入するなどという
不当で過大、無理な基準となっています。

財政健全化法


